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2学期が始まりました。この夏は、これまで以上に新型コロナ感染症が増加しました。感染の流

行の終息は見えませんが、これから始まる駒大高祭などの行事を楽しめるように日々感染予防にこ

ころがけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に、朝だるい・疲れた・起きるのつらい などなど 

体がきついと思う症状がある場合は、夏休みにくるって 

しまった しましょう！ 

まずは同じ時間に起きる・睡眠をとる・朝食を食べる 

など生活リズムを整えていきましょう。 

ほけんだより



 

 

 

 

 

 

 

 

 

食中毒の原因となる細菌の多くは、約 20℃で活発に増殖し始め、人間や動物の体温ぐらいの温度で増

殖のスピードが最も速くなります。日本の夏は湿度が高く暑いため、細菌の増殖に最適な環境です。 

そのため、細菌が原因となる食中毒は 6月～8月に多く発生していますが油断は禁物です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食中毒の予防の 3原則 

①細菌をつけない⇒手をあらう 

②細菌を増やさない⇒お弁当には保冷剤

を活用 

③細菌をやっつける（退治）⇒加熱調理 

しっかり洗えていますか？ 

健康診断の精密検査指示者は、結果を保健室に提出してください！ 

健康診断は、「受けた→終わり」ではありません。そのわけは？ 

 

① 学校の健康診断は「スクリーニング」といって、体の異常や病気の疑いがあるかどうかを“ふるいわける”

ためのものです。つまり、この結果だけでは確定せず、医療機関で診察や詳しい検査を受ける必要がある

のです。 

「受診してください」「要定期健診」と結果に書いてあった人は、 

保健室に提出してください。まだ受診していない生徒は、早めに受診してください。 

② 学校の健康診断には「自分の体の様子や健康に関心を持つ」という目的もあります。異常や病気の有無に

関わらず、日常生活で気を付けること等を改めて学び、知り、実行する機会にしてほしいのです。     

勉強も部活も遊びも健康第一！ 


